
１
年
の
う
ち
で
最
も
暑

く
な
る
こ
の
時
期
は
、
電

力
需
要
が
増
大
し
、
供
給

力
が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
午
前
９
時
～
午

後
８
時
に
高
い
需
要
が
続

き
、
特
に
午
後
１
時
～
４

時
ご
ろ
が
需
要
の
ピ
ー
ク

と
な
り
ま
す
。

関
西
電
力
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.

kepco.co.jp/

）
や
新
聞
な

ど
で
電
力
需
給
の
予
想
を

「
関
西
電
力
で
ん
き
予
報
」

と
し
て
公
表
し
て
い
ま
す

（
９
月
２２
日
㈭
ま
で
）。
で

ん
き
予
報
で
は
、
下
図
の

よ
う
な
マ
ー
ク
で
需
給
状

況
を
表
し
て
い
ま
す
。
使

用
率
９７
％
以
上
の
「
非
常

に
厳
し
い
需
給
状
況
」
に

な
っ
た
場
合
は
、
緊
急
的

な
追
加
節
電
が
必
要
で

す
。
家
庭
で
次
の
よ
う
な

節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

度
を
さ
ら
に
上
げ
た
り
、

使
用
を
控
え
た
り
す
る

た
だ
し
、
高
齢
者
や
子

ど
も
の
い
る
家
庭
で
は
、

熱
中
症
に
気
を
付
け
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
照
明
な
ど
の
電
気
機

器
の
使
用
を
で
き
る
限
り

控
え
る

【
問
合
せ
先
】

環
境
課
（
☎

６４
・

１
３
６
６
）

お知らせ
今号の広報紙は、8月 1 日号と
8月 15日号の合併号です。
次号は、9月 1日に発行します。

熱中症による死者は、屋内でも
多く見られます。また、近年では、
夜間に熱中症を発症する事例が増
加しています。

東日本大震災の影響で電力不足
が予想されますが、節電を意識す
るあまり、熱中症にかからないよ
うに次のことに注意しましょう。
▼高齢者・小児・幼児は特に気
を付けて

高齢者・小児・幼児は発汗など
の体温調節機能やのどの渇きに対
する感覚が弱いので、水分補給や
温度計を置いて周りの状況を小ま
めに把握するなど、気を配るよう
にしてください。
▼屋内でも安心しないで
扇風機を付ける・すだれやよしず

を使い直射日光を避ける・外の涼し

い空気を入れるなど、部屋に熱がこ
もらないようにしてください。
▼エアコンを上手に利用
室内温度が高いときは、エアコ

ンをうまく活
用 し ま し ょ
う。カーテン
などで太陽光
を遮断すると
効率的です。

熱中症かもしれないと
感じたら水分を補給
立ちくらみ・強い疲労感・めまい・

こむら返り・頭痛・嘔吐など、熱
中症の疑いがあると感じたときは、
風通しの良い日陰やエアコンの効
いている屋内へ避難し、冷たい水・
スポーツドリンクなどで十分に水
分補給をしてください。また、そ
のような症状が現れた場合は、最
寄りの医療機関で診察してもらう
などしてください。
【問合せ先】
健康衛生課（☎ 64-1335）

７
月
２５
日
早
朝
、
小

学
生
２０
人
・
中
学
生
６

人
が
、
平
和
の
折
り
鶴

を
届
け
る
使
者
と
し
て

広
島
へ
元
気
に
出
発
し

ま
し
た
。

市
は
、
今
年
３
月
に

非
核
平
和
都
市
宣
言
を

行
っ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
小
・
中
学
生
を
広

島
へ
派
遣
。
１
泊
２
日

の
日
程
で
広
島
市
と
廿

日
市
市
宮
島
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
国

立
広
島
原
爆
死
没
者
追

悼
平
和
祈
念
館
や
平
和

記
念
資
料
館
を
見
学
し

た
り
、
被
爆
体
験
者
の

話
を
聞
い
た
り
し
、
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。ま

た
、
平
和
記
念
公

園
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

平
和
へ
の
思
い
が
こ

も
っ
た
約
１
万
羽
の
折

り
鶴
を
原
爆
の
子
の
像

に
さ
さ
げ
ま
し
た
。

参
加
し
た
薪
小
学
校

５
年
生
の
豊
島
未
菜
さ

ん
（
１１
）
は
、「
参
加

す
る
前
は
、
原
爆
が
落

ち
て
ピ
カ
ッ
と
光
っ
た

瞬
間
に
す
べ
て
が
な
く

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
実
際
は
、

炎
が
燃
え
続
い
た
り
、

人
が
傷
つ
い
た
り
し
て

大
変
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
思
い
が
こ
も
っ
た
折
り
鶴
を
手
に
平
和
を
誓
う

子
ど
も
た
ち
（
市
役
所
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前
）



国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
と
、
６５
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
万
一
の
場
合
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
暮
ら

し
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

国
民
年
金
加
入
中
に
障

が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
あ

る
場
合
や
、
６０
歳
以
上
６５

歳
未
満
の
人
が
一
定
の
障

が
い
の
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
子
（
生
計
を
維
持
し
て

い
る
１８
歳
到
達
年
度
の
末

日
ま
で
の
子
、
２０
歳
未
満
で

一
・
二
級
の
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
子
）
の
加
算
が
あ
り

ま
す今

年
４
月
か
ら
加
算
対

象
者
が
拡
大
し
、
年
金
受
給

権
が
発
生
し
た
後
に
結
婚
・

出
産
し
て
も
、
届
出
す
る
と

配
偶
者
や
子
ど
も
へ
の
加

算
額
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
同
一
の
子
を

対
象
と
し
た
障
害
年
金
の

子
の
加
算
と
児
童
扶
養
手

当
の
両
方
を
受
け
取
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
年
金
事

務
所
か
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
０
５
７
０
・
０５
・

１
１
６
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】

国
民
年
金
に
加
入
中
か

６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
に
亡

く
な
っ
た
場
合
、
亡
く
な
っ

た
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た

は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
子

が
２
人
以
上
の
と
き
は
、
障

害
基
礎
年
金
と
同
様
の
加

算
が
あ
り
ま
す

【
年
金
受
給
の
条
件
】

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
障
害
基
礎
年
金
で
は

初
診
日
、
遺
族
基
礎
年
金

で
は
死
亡
日
の
あ
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
「
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
期
間（
２０
～
６０
歳
）」の

う
ち
、
３
分
の
２
以
上
の
期

間
が
、
保
険
料
を
納
め
た
か

免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
（
海
外
在

住
の
期
間
や
厚
生
年
金
な

ど
か
ら
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
期
間
を
除
く
）

な
お
、
こ
の
要
件
を
満

た
さ
な
く
て
も
、
平
成
２８
年

３
月
ま
で
に
６５
歳
未
満
で

初
診
日
な
ど
が
あ
る
場
合
、

初
診
日
な
ど
の
あ
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
１
年
間
が
、

保
険
料
を
納
め
た
か
免
除

さ
れ
た
期
間
で
あ
れ
ば
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
と

遺
族
基
礎
年
金
は
、
厚
生
年

金
の
加
入
者
に
も
支
給
さ

れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

▼
市
民
年
金
課
（
☎

６４
・
１
３
３
３
）
▼
京

都
南
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
５
・６
４
３
・２
５
４
７
）
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昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
木
造
住
宅
は
、
旧
耐
震
基
準

で
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
、
防
災
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
木
造

住
宅
を
耐
震
改
修
す
る
場
合
、
市
独

自
に
１
０
０
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

耐
震
診
断
士
の
派
遣
も
追
加
募
集

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
用

を
１
０
０
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
＝
住
宅
の
所
有
者
ま
た
は

居
住
者
で
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

対
象
住
宅
＝
市
内
の
木
造
住
宅
で
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

▼
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
し
、
完
成
し
て
い
る
▼
延
べ
面
積

の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
に
使
用
し

て
い
る
▼
建
築
士
（
耐
震
診
断
士
）

に
よ
る
耐
震
診
断
の
評
点
が
１
・
０
未

満
▼
耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
評
点
が

０
・
７
以
上
に
な
る

募
集
戸
数
＝
先
着
５０
戸

申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

開
発
指
導
課
に
あ
る
木
造
住
宅
耐
震

改
修
事
業
費
補
助
金
交
付
申
請
書
に
、

耐
震
改
修
工
事
見
積
書
・
耐
震
診
断

結
果
報
告
書
の
写
し
・
耐
震
補
強
計

画
書
・
市
税
の
納
税
証
明
書
な
ど
を

添
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１２
月
２０
日
㈫

す
で
に
工
事
着
工
・
契
約
締
結
し

た
も
の
は
、
補
助
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
耐
震
改
修
を
行
う
と
、

費
用
補
助
だ
け
で
な
く
所
得
税
や
固

定
資
産
税
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

市
か
ら
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、

耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。
改
修
の
ア
ド
バ

イ
ス
・
概
算
工
事
費

な
ど
も
提
案
し
ま
す
。

対
象
者
＝
住
宅
の

所
有
者
ま
た
は
居
住

者
で
、
市
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
人

対
象
住
宅
＝
市
内
の
木
造
住
宅
で
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

▼
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
し
、
完
成
し
て
い
る
▼
延
べ
面
積

の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
に
使
用
し

て
い
る
▼
自
己
診
断
「
誰
で
も
で
き

る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
の
結
果
、

評
点
が
１０
点
未
満

募
集
戸
数
＝
先
着
２４
戸

自
己
負
担
＝
３
千
円

申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

開
発
指
導
課
に
あ
る
京
田
辺
市
木
造

住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
申
込
書

に
、
自
己
診
断
「
誰
で
も
で
き
る
わ

が
家
の
耐
震
診
断
」
結
果
書
、
建
物

の
所
有
者
・
建
築
年
数
な
ど
が
分
か

る
書
類
（
建
築
確
認
通
知
書
・
住
宅

の
登
記
簿
謄
本
な
ど
）
を
添
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
９
月
１５
日
㈭

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

開
発
指
導
課
（
☎
６４
・
１
３
４
１
）

市
は
、
ご
み
減
量
化
推

進
委
員
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

同
委
員
会
で
は
、
循
環

型
社
会
の
形
成
の
た
め
、

ご
み
減
量
化
施
策
や
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
す
。
ご
み

問
題
に
関
心
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
２０
歳
以

上
の
人

任
期
＝
平
成
２３
年
８
月

３１
日
～
同
２５
年
８
月
３０
日

報
酬
＝
あ
り

会
議
の
回
数
＝
平
日
に

年
２
～
５
回
程
度

募
集
人
数
＝
若
干
名
。

多
数
の
場
合
は
小
論
文
で

審
査
し
ま
す

応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
・

封
書
に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
職
業
・
ご
み

問
題
の
分
野
で
関
心
の
あ

る
事
柄
を
書
い
て
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
８
月
１５
日

㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

応

募
・

問

合

せ

先
＝
清
掃
衛
生
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１
京

田
辺
市
田
辺
ボ
ケ
谷
５８
、

☎
６８
・
１
２
８
８
）

市
は
、
京
田
辺
市
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

市
の
水
道
事
業
は
、
水

道
施
設
の
老
朽
化
対
策
・

自
然
災
害
へ
の
対
策
・
少

子
化
に
よ
る
水
需
要
の
減

少
に
伴
う
収
益
減
少
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

同
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
安

全
で
お
い
し
い
水
を
供
給

す
る
た
め
の
中
長
期
の
水

道
事
業
経
営
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す

る
２０
歳
以
上
の
人

任
期
＝
平
成
２３
年
９
月

中
旬
～
同
２５
年
３
月
末

報
酬
＝
あ
り

会
議
の
回
数
＝
平
日
に

年
２
・
３
回
程
度

募
集
人
数
＝
２
人
。
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
職
業
・
水
道
事

業
で
関
心
の
あ
る
事
柄

（
１
５
０
字
以
内
）
を
書
い

て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
８
月
１９
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
薪
浄

水
場（
〒
６
１
０
・０
３
４
１

京
田
辺
市
薪
桑
ノ
木
１８
、
☎

６２
・
８
２
８
２
）

8 月は人権強調月間です。
こ の 月 間 に 合 わ せ、 市 は
ヒューマン映画上映会と京
田辺市人権問題研修会を開
きます。

人権は誰もが等しく持っ
ている権利ですが、ほんのわ
ずかな間違った思い込みで
人を傷つけたり、傷つけられ
たりします。人権問題を正し
く理解し、少しでも多くの人
が傷つかない幸せな社会を
築きましょう。
【ヒューマン映画上映会】
日時＝ 8 月 20 日㈯午後 1

時 30 分～ 3 時 30 分（受け付
けは午後 1 時から）
場所＝中央公民館
内容＝「手のひらの幸せ」

を上映

早くに母を亡くし、出稼
ぎの父に代わり祖父に育てら
れた幼い兄弟。その祖父も亡
くなり二人きりになった兄
弟が、養護施設に預けられな
がらもけなげに成長していく
姿を描くヒューマンストー
リー。本当の幸せとは何かを
考えさせられる作品です。
定員＝先着 350 人
入場料＝無料
駐車場に限りがあります

ので、公共交通機関をご利用
ください。
【人権問題研修会】
日時・内容＝下表のとおり
場所＝コミュニティホール
参加費＝無料
【問合せ先】
人権啓発推進課（☎64-1336）

市は、介護保険による福祉用具（車いす・
歩行器・歩行補助つえ）の貸与を受けた人が
身体障害者手帳を持ち、一定程度以上の障が
いがある場合、自己負担額を助成します。
申請対象＝平成 23 年 1 ～ 6 月の福祉用具貸

与の自己負担分
対象者・福祉用具＝下表のとおり
申請に必要なもの＝介護保険自己負担額の

領収書・介護保険被保険者証の写し・印鑑・
銀行などの口座番号が分かるもの

新たに申請する人や口座番号を
変更する人は、通帳の写し（名義・
支店名・口座番号が分かるもの）
が必要です。
しめきり＝ 8 月 31 日㈬
申請・問合せ先＝障害福祉課（☎

64-1372）

市
と
消
防
本
部
は
、
職

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
職
種
と
受
験
資
格
】

事
務
職
員
Ａ
＝
昭
和
６１

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

事
務
職
員
Ｂ
＝
昭
和
４６

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
平
成
２３
年
８
月
１
日

現
在
で
民
間
企
業
で
正
社

員
と
し
て
の
職
務
経
験
が

５
年
以
上
あ
る
人

社
会
福
祉
士
＝
昭
和
４６

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
社
会
福
祉
士
の
登
録

を
受
け
て
い
る
人

保
健
師
＝
昭
和
５９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

保
健
師
の
免
許
を
有
す
る

人
（
取
得
見
込
み
を
含
む
）

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

＝
昭
和
５９
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
保
育
士
と

幼
稚
園
教
諭
の
両
資
格
を

有
す
る
人
（
取
得
見
込
み

を
含
む
）

【
募
集
人
数
】

い
ず
れ
も
若
干
名

【
第
１
次
試
験
日
】

９
月
１８
日
㈰

【
申
込
方
法
】

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
職

員
課
に
あ
る
試
験
案
内
を

十
分
確
認
の
上
、
申
込
書

を
書
い
て
写
真
（
申
込
前

６
カ
月
以
内
撮
影
、
正
面
・

脱
帽
・
上
半
身
、
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
）
を
貼
り
、
本

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
・
代
理
人
に
よ
る
提

出
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

【
申
込
期
間
】

８
月
８
日
㈪
～
１９
日
㈮

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分
（
正
午
～
午
後
１

時
、
土
・
日
曜
日
を
除
き

ま
す
）

【
採
用
予
定
日
】

平
成
２４
年
４
月
１
日

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

職
員
課（
☎
６４・１
３
２
４
）

【
受
験
資
格
】

昭
和
６１
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人

視
力
な
ど
身
体
的
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ

し
く
は
、
試
験
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】

若
干
名

【
第
１
次
試
験
日
】

９
月
１８
日
㈰

【
申
込
方
法
】

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
消

防
本
部
・
各
分
署
に
あ
る

試
験
案
内
を
十
分
確
認
の

上
、
申
込
書
を
書
い
て
写

真
（
申
込
前
６
カ
月
以
内

撮
影
、
正
面
・
脱
帽
・
上

半
身
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

を
貼
り
、
本
人
が
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
・
代

理
人
に
よ
る
提
出
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

【
申
込
期
間
】

８
月
８
日
㈪
～
１９
日
㈮

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分
（
正
午
～
午
後
１

時
、
土
・
日
曜
日
を
除
き

ま
す
）

【
採
用
予
定
日
】

平
成
２４
年
４
月
１
日

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

消
防
本
部
消
防
総
務
課

（
☎
６３
・
７
８
２
５
）

８
月
１
～
７
日
に

夏
の
火
災
防
止
運
動

消
防
本
部
は
、
８
月
１
日
㈪
か
ら

７
日
㈰
ま
で
夏
の
火
災
防
止
運
動
を

行
い
ま
す
。

暑
さ
で
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
警

戒
心
も
薄
れ
る
こ
の
時
期
に
、
不
注

意
な
火
気
の
取
り
扱
い
か
ら
の
火
災

発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
広
報
活
動

や
事
業
所
な
ど
の
立
入
検
査
・
消
防

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
防
火
意
識
を

よ
り
一
層
高
め
、
家
庭
や
職
場
か
ら

火
災
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

【
２３
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
】

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度

【
市
消
防
本
部
防
火
標
語
】

防
火
の
手　

ひ
ろ
げ
て
守
ろ
う
！

安
心
の
ま
ち

【
問
合
せ
先
】

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
６３
・

７
８
２
６
）

市は、市内中小企業の競争力
と経営力の強化を図るため、今
年度から京田辺市中小企業IT化
推進事業補助金を交付します。

中小企業が自社の広告宣伝・
販路開拓のためにホームページ
を作成などする経費の一部を助
成し、中小企業の IT 化を支援
します。
【対象者】
市内に製造・販売など活動拠

点を置き、市税の滞納がなく、
次の①～③のいずれかに該当す
る事業者・団体

①中小企業基本法に規定する
中小企業②商店街など①で規定
する中小企業で構成する団体③
農業者などで組織し、組織規約・
会計規則がある団体
【対象経費】
平成 23 年度内に、ホームペー

ジやコンテンツ（動画・静止画・
音声など）の作成・更新・機能拡

充するため、外部に委託する費用
パソコンなど設備購入費・ド

メイン取得料・サーバー契約料・
通信経費・維持管理に要する費
用を除きます。
【補助額】
対象経費の 2 分の 1。上限は

10 万円
【申請方法】
市ホームページか産業振興課

にある申請書に必要書類を添え
て、業務を発注する 30 日前ま
でに申し込んでください。対象
者により必要書類が異なります
ので、市ホームページで確認し
てください

申請が予算額に達したとき
は、受け付けを終了します。同
じ対象者に対する同補助金の交
付は 1 回限りです。
【申請・問合せ先】
産業振興課（☎ 64-1319）



国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
の
ラ
ン
ド
・

イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
さ
ん
と
、
英
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
・
ロ
ー

レ
ン
さ
ん
、
ラ
ベ
ル
・
ア
リ
サ
さ
ん
、

モ
リ
ス
・
ア
シ
ュ
リ
ー
さ
ん
の
４
人
が

雇
用
期
間
満
了
に
よ
り
、
７
月
で
退
職

し
ま
し
た
。

イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
さ
ん
は
、
昨
年
８
月
か

ら
Ｃ
Ｉ
Ｒ
と
し
て
活
動
。「
自
分
が
企

画
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
幼
稚
園
な
ど
へ
の

訪
問
で
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と

仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み

ん
な
と
一
緒
に
遊
ん
だ
こ
と
が
一
番
の

思
い
出
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
な
ど
で
Ａ
Ｅ
Ｔ

と
し
て
活
躍
し
た
ロ
ー
レ
ン
さ
ん
、
ア

リ
サ
さ
ん
、
ア
シ
ュ
リ
ー
さ
ん
は
「
来

日
当
初
は
、
日
本
の
暑
さ
や
文
化
の
違

い
で
困
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、

京
田
辺
市
の
緑
豊
か
な
自
然
環
境
の

中
、
周
り
の
人
た
ち
が
優
し
く
接
し
て

く
れ
て
楽
し
く
働
く
こ
と
が
で
き
た
」

と
振
り
返
り
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
と
の

別
れ
を
少
し
惜
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
。

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
職
種
へ
就

職
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、「
京

田
辺
市
で
の
経
験
を
生
か
し
て
頑
張
り

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

クローバー祭 2011 実行
スタッフは、11 月 5 日㈯・
6 日㈰にクローバー祭（同
志社京田辺祭）を開きます。

今 年 は、 国 民 文 化 祭・
京都 2011 とのコラボレー
ションや、同志社大学京田
辺校地開校 25 周年など記
念の年です。学生と一緒に
同祭を盛り上げる出店者と
協賛を募集します。
【出店者】
出店者を募集します
出店資格＝同志社・同志

社女子大学の学生、市内に
在住する人、業者

内容＝模擬店（テントを
使った飲食店。広さ縦 2.7
ｍ×横 1.8 ｍ）・フリーマー
ケット（広さ縦 2.0 ｍ×横
2.5 ｍ）
しめきり＝ 8 月 10 日㈬
【協賛】
協賛すると、同祭パンフ

レットなどに広告を掲載で
きます。なお、協賛金は同
祭企画運営費のほか、東日
本大震災義援金とします
しめきり＝ 8 月 24 日㈬

午後 6 時
くわしくは、ホームペー

ジ（http://doshishaclover.
blog.fc2.com/）をご覧くだ
さい。
【申込・問合せ先】
クローバー祭 2011 実行

スタッフ（☎ 65-7021）

＜ 4＞＜ 5＞ 平成23年（2011年）8月1日

第 26 回国民文化祭京田辺
市実行委員会は、「人形劇の
祭典」に出演する団体のパネ
ル展を開きます。
日時・場所＝▼ 8 月 9 日

㈫～ 14 日㈰午前 9 時～午後
10 時・北部住民センター▼
8 月 16 日 ㈫ ～ 21 日 ㈰ 午 前
10 時～午後 6 時（20 日は午
後 5 時まで、21 日は午後 3

時まで）・中央図書館▼ 8 月
23 日㈫～ 28 日㈰午前 9 時～
午後 10 時・中部住民センター

いずれも、初日は午後 1 時
からです。
内容＝国内外から出演する

人形劇団 38 団体が行う演目
などを紹介します
問合せ先＝国民文化祭推進

室（☎ 64-1325）

市
は
、
育
児
体
験
事
業
に

参
加
す
る
生
徒
を
募
集
し
ま

す
。日

時
＝
８
月
２２
日
㈪
・
２５

日
㈭
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

３０
分場

所
＝
子
育
て
ひ
ろ
ば

「
て
ふ
て
ふ
」

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

中
学
生

内
容
＝
乳
幼
児
と
の
触
れ

合
い
や
接
し
方
な
ど
を
学
び

ま
す定

員
＝
先
着
１０
人

申
込
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
氏

名
・
生
年
月
日
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
・
中
学
校

名
・
希
望
す
る
日
・
保
護
者

了
解
の
上
「
思
春
期
育
児
体

験
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
を

了
解
し
ま
す
」
保
護
者
氏
名

を
書
い
て
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
いし

め
き
り
＝
８
月
１５
日
㈪

申
込
・
問
合
せ
先

＝
こ
ど
も
福
祉
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
７
７
）

限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
活
用
し
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
社
会
を
築
く
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配
慮
し
た

生
活
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
夏
休
み
に
工
作
や
ク
イ
ズ
を
通
じ

て
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
２４
日
㈬
午
前
１０
時
～
午

後
３
時

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺
校
地

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
学
す
る
小
・

中
学
生
と
保
護
者

内
容
＝
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
（
廃
油
で

ろ
う
そ
く
作
り
や
段
ボ
ー
ル
で
う
ち
わ

作
り
）・
環
境
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

（
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
ク
イ
ズ
に
答
え

な
が
ら
、
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

正
答
率
が
上
位
の
人
に
は
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
）

講
師
＝
同
志
社
大
学
・
環
境
系
サ
ー

ク
ル
「
ｅ
︲
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
」
の
学
生

定
員
＝
先
着
３０
組

参
加
費
＝
無
料

持
ち
物
＝
ろ
う
そ
く
を
作
る
際
に
使

う
容
器
（
紙
コ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ム
の
空
き

ビ
ン
な
ど
）・
昼
食
（
昼
食
の
用
意
が

で
き
な
い
人
は
、
大
学
内
の
紫
苑
館
生

協
食
堂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）・
水
筒

環
境
美
化
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に

す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
、
気
持
ち
よ

く
過
ご
す
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
行
い
ま
す
。

日
時
＝
８
月
２６
日
㈮
午
前
９
時
～
午

後
３
時
４５
分

行
き
先
＝
関
西
電
力
エ
ル
・
シ
テ
ィ
・

ナ
ン
コ
ウ
、
大
阪
市
舞
洲
工
場
（
い
ず

れ
も
大
阪
市
）

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

す
る
人

定
員
＝
先
着
４０
人

参
加
費
＝
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

【
申
込
方
法
】

８
月
２
日
㈫
か
ら
☎
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

わ
が
ま
ち
”
京
た
な
べ
“
を
美
し

く
す
る
会
事
務
局
（
市
民
参
画
課
内
、

☎
６４
・
１
３
１
４
）

第
２６
回
国
民
文
化
祭
京
田
辺
市
実
行
委
員
会
は
、
国

民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１
で
「
人
形
劇
の
祭
典
」
を

行
い
ま
す
。
同
祭
典
は
、
特
別
出
演
の
プ
ロ
劇
団
や
ア

マ
チ
ュ
ア
劇
団
３８
団
体
が
出
演
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１１
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
午
前
１０
時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
・
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
同
志
社
大
学
（
６
日
の
み
）

入
場
料
＝
無
料

市・教育委員会と同
志社大学は、「2011 京
たなべ・同志社ヒュー
マンカレッジ」の受講
生を追加募集します。

たくさんのご応募を
お待ちしています。
日にち・内容＝下表

のとおり
時間＝ 午 後 1 時 30

分～ 3 時 30 分
場所＝同志社大学京

田辺校地
対象＝ 中 学 生 以 上

（市内外を問いません）
定員＝先着 150 人
受講料＝無料
申込方法＝往復ハガ

キの往信用に、郵便番

号・住所・氏名（ふり
がな）・年齢・性別・
電話番号・「カレッジ
希望」・保育希望の有
無（希望する場合は子
どもの名前と年齢）を、
返信用に郵便番号・住
所・氏名を書いて、郵
送してください

1 人につき１枚。す
でに受講中の人は、申
し込みは不要です。
申込期間＝ 8 月 8 日

㈪～ 26 日㈮（必着）
申込・問合せ先＝社

会教育課（〒 610-0393
〈 住 所 不 要 〉、 ☎
64-1393）

市
は
、
き
れ
い
と
若
さ
と

健
康
の
秘
訣
を
学
ぶ
健
康
セ

ミ
ナ
ー
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
Ｙ

ｏ
ｕ
ｒ　

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容
＝
下

表
の
と
お
り

対
象
＝
市
内
に
在
住

す
る
２０
～
４０
歳
代
で
、

３
回
以
上
参
加
で
き
る

人
定
員
＝
先
着
３５
人

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
で

申
し
込
み
。
保
育
（
生

後
６
カ
月
か
ら
就
学
前

ま
で
。
先
着
２５
人
）
を

希
望
す
る
人
は
、
申
し

込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
申
込
期
間
＝
８
月
８
日
㈪

～
３１
日
㈬

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康

衛
生
課
（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

プ
ロ
劇
団
の
公
演
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容
な
ど

＝
下
表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ

の
往
信
用
に
①
観
劇
を
希
望

す
る
作
品
②
人
数
③
代
表
者

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
④
同
伴
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
を
、
返
信
用
に
代

表
者
の
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
は
、
１
人
に
つ

き
１
枚
１
公
演
に
限
り
ま
す

（
同
伴
者
４
人
ま
で
。
子
ど

も
を
人
数
に
含
む
）。
多
数

の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

な
お
、
１０
月
３
日
㈪
か
ら

郵
送
す
る
返
信
ハ
ガ
キ
が
入

場
券
と
な
り
ま
す
の
で
、
当

日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
９
月
１１
日
㈰

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝

第
２６
回
国
民
文
化
祭
京

田
辺
市
実
行
委
員
会
事

務
局
「
人
形
劇
の
祭
典
」

係
（
国
民
文
化
祭
推
進
室

内
、
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
２
５
）

食事と運動から健康
について学びます

日
に
ち
＝
８
月
６
日
㈯

時
間
＝
▼
午
前
の
部
…
午
前
１０
時
～
１１
時

３０
分
▼
午
後
の
部
…
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺
校
地

対
象
＝
小
学
校
４
～
６
年
生

テ
ー
マ
＝
色
と
光
の
秘
密
に
つ
い
て

講
師
＝
同
志
社
大
学
理
工
学
部
助
教
の
北

岸
宏
亮
さ
ん

申
込
方
法
＝
希
望
時
間
（
午
前
ま
た
は
午

後
）・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
保
護
者

氏
名
・
電
話
番
号
・
学
年
・
学
校
名
を
書
い

て
、
電
子
メ
ー
ル
で
８
月
５
日
㈮
正
午
ま
で

に
申
し
込
み

申
込
・
問
合
せ
先
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺

地
域
連
携
推
進
室
（
☎
６５
・
７
０
０
５
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
スjt-chiik@mail.doshisha.

ac.jp

）

わ
が
ま
ち
”
京
た
な
べ
“
を

美
し
く
す
る
会
は
、
環
境
親
子
教

室
と
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
施
設
・
事
業
所
の
見
学
会
を
開

き
ま
す
。

ランド・イヴォンヌさん

左からチャンドラー・ローレンさ
ん、ラベル・アリサさん、モリス・
アシュリーさん

継体天皇が、筒城宮に遷都してから 1500 年の京田辺市。出
身や繰り返された遷都など謎の多い天皇ですが、筒城宮の場所
も謎の１つです。

同志社大学京田辺校地ローム館西側の丘の上には、筒城宮跡
を示す石碑があります。さまざまな書物などで紹介され、多く
の人が訪れていますが、この石碑は移転を繰り返しています。

宮の場所は、同大学のある多々羅区内に「都谷（みやこだに）」
という字名があることから、江戸時代からその付近だと考えら
れています。また、市内各所で発掘調査が行われていますが、
宮跡を確証させる柱穴などはまだ見つかっていません。そこで、
都谷以外で現在考えられている候補地を紹介します。
木津川沿いの飯岡（いのおか）辺り＝継体天皇は水運を重視

し、その技術も優れていたと思われ、木津川に接した場所を宮
としたのではないかと考えられています
三山木越前（こしまえ）辺り＝都谷とは普賢寺川を挟んで南

側の高台で、字名が継体天皇が育ったとされる越前（福井県）
と重なるなど興味深い場所です
田辺高校の北東一帯＝古い絵図に「江町（えのまち）」と書

かれていることから、入り江を利用した港があり、宮を兼ねた
のではないかと考えられています
薪堂ノ後（どうのご）辺り＝筒城宮と同時期の６世紀前半の

土器がまとまって見つかっていることから、候補地の 1 つと考
えられています

このほかにも、普賢寺の観音寺辺り・田辺警察署辺り・田辺
高校南側一帯などが候補地と考えられています。
問合せ先＝社会教育課（☎ 64-1393）
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児童扶養手当などの
現況届・所得状況届
児童扶養手当や特別児童扶養手当
を受けている人（支給停止の人を含
む）は、所得や児童の状況について
現況届・所得状況届を提出してくだ
さい。この届けで、引き続き 1 年
間手当を受けられるかが決まりま
す。現況届・所得状況届の用紙は
受給者に郵送します。提出期間＝
▼児童扶養手当…8月 31 日㈬まで
▼特別児童扶養手当…8月 11 日㈭
～ 9月 12 日㈪問こども福祉課（☎
64-1376）

高齢者保健福祉計画
委員会を公開
8 月 25 日㈭ 14 時から（13 時
50 分までに集合）、市役所 3 階
305 会議室 市内に在住する人。
市の高齢者・介護サービスを利用
している人や家族 15人。多数の
場合は抽選 傍聴を希望する人は 8
月 24 日㈬ 17 時までに申し込み問
高齢介護課（☎ 64-1373）

簡易専用水道の
法定検査・設置報告
ビル・マンションなどに、公共水
道のみを供給源とし、有効容量が
10 トンを超える受水槽や高置水槽
を設けている場合は、簡易専用水道
として水道法の規制を受けます。設
置者は適切な管理を行い、年１回専
門機関の検査を受けなければなりま
せん。また、新規設置や氏名などの
変更・休止・廃止をする場合は、設
置等報告書を提出してください問健
康衛生課（☎ 64-1335）

麻しん・風しん混合
（MR）の予防接種
麻しんの予防にはワクチン接種が
有効です。接種がまだの人は、夏休
み期間中に接種することをお勧め
します ▼ 1期（1歳～ 2歳未満）
▼ 2 期（平成 17 年 4 月 2 日～同
18 年 4 月 1 日生）▼ 3 期（平成
10年4月2日～同11年4月1日生）
▼ 4 期（平成 5 年 4 月 2 日～同 6
年 4 月 1 日生） 接種期間＝▼ 1
期…1 歳～ 2 歳未満▼ 2 ～ 4 期…

平成 24 年 3 月 31 日㈯まで。予診
票兼受診票の郵送＝▼ 1期…1歳に
なった翌月▼ 2～ 4 期…すでに通
知。未接種で予診票兼受診票がない
人は、お問い合わせください。ま
た、平成 6 年 4 月 2 日～同 7 年 4
月 1日生（高校 2年生相当）の人で、
海外への修学旅行・研修のために接
種を希望する人は、ご連絡ください
問こども福祉課（☎ 64-1377）

難病相談（神経系）
9 月 6 日㈫ 13 時～ 15 時 30 分、
山城北保健所（宇治市） 神経難病
（パーキンソン病・多発性硬化症・
脊髄小脳変性症など）およびその疑
いがある人や家族 (独)国立病院機
構南京都病院神経内科の岡伸幸さ
んによる個別相談と指導・助言 6
人 8月 10 日㈬から☎で申し込み
問山城北保健所（☎ 29-2911）

介護者交流会
8 月 22 日 ㈪ 13 時 30 分 ～ 15
時、社会福祉センター 高齢者を在
宅で介護する人 ざっくばらんに
交流します問社会福祉協議会（☎
62-2222）

きこえに悩んでいる
青年・壮年の集い
8 月 28 日㈰ 13 時～ 16 時、山
城地域活動支援センター 18 ～
50 歳のきこえに不自由を感じる
人と家族。福祉関係者など 講
演・交流会 無料 ハガキかＦＡＸに
氏名・住所・連絡先を書いて、8
月 22 日㈪までに申し込み問きこえ
に悩んでいる青・壮年の集い事務
局（山城地域活動支援センター内、
〒 610-0332 京田辺市興戸小モ詰
18、☎ 39-7113、ＦＡＸ 65-4102）

難病相談（膠原病）
8月 24日㈬13時～15時 30分、
山城北保健所（宇治市） 膠原病
（全身性エリテマトーデス・慢性関
節リウマチ・強皮症・多発性筋炎な
ど）およびその疑いがある人や家族
京都第一赤十字病院糖尿病・内分

泌・リウマチ科部長の福田亙さんに
よる個別相談と指導・助言 6人
☎で申し込み問山城北保健所（☎

21-2911）

ふとん丸洗いサービス
9 月中。くわしい日程は後日個別
にお知らせ 市内に在住する常時介
護が必要な満 60歳以上で、外出が
困難な人。1人につき年 2回まで利
用できます ふとんの丸洗いと乾燥

無料 社会福祉協議会にある用紙
で 8月 29 日㈪までに申し込み問社
会福祉協議会（☎ 62-2222）

手話教室・基礎
9 月 14 日～平成 24 年 3 月 7 日
毎週水曜日（全 23回。11月 23日、
12 月 28 日、平成 24 年 1 月 4 日
を除く）の 19 時～ 21 時、社会福
祉センターなど 市内に在住・通
勤・通学し、「手話教室・入門」を
受講修了した 18歳以上の人。手話
で簡単な会話ができる人 手話での
日常会話修得 30人 テキスト代・
選択講座参加費が必要 往復ハガキ
に、京田辺市「手話教室・基礎」受
講希望・氏名（ふりがな）・住所・
年齢・☎・ＦＡＸ・勤務先または学校名
（市外の人）・手話学習経験を書い
て、9月 7日㈬（必着）までに郵送
問京田辺市「手話教室・基礎」事務
局（山城地域活動支援センター内、
〒 610-0332 京田辺市興戸小モ詰
18、☎ 39-7113）

母子家庭人間ドック
府内（京都市を除く）に在住す

る母子家庭の母親および寡婦で、平
成 23 年 4 月 1 日現在、65 歳未満
の人 尿・便・血液・胸部Ｘ線・胃
透視・心電図・内科・子宮がんの検査。
11 月～平成 24 年 3 月に京都第一
赤十字病院検診センター（京都市）
で受診 200 人 山城北保健所綴
喜分室かこども福祉課にある申込用
紙を書き、80 円切手を貼った返信
用封筒を添えて 9月 7 日㈬までに
申し込み問▼山城北保健所綴喜分室
（☎ 64-5747）▼こども福祉課（☎
64-1376）

要約筆記養成講座（入門）
9 月 15日～ 10月 20日毎週木曜
日（全 6回）の 9時 30分～ 12時、
社会福祉センター 市内に在住・通
勤する 18歳以上で、要約筆記活動
に関心のある人 中途失聴者・難聴
者へ音声を文字にして伝える要約筆
記 25人 無料 必要問社会福祉
協議会（☎ 62-2222、ＦＡＸ 65-4962）

思春期懇談会「なごみ」
8 月 9 日㈫ 10 時 15 分～ 12 時、
女性交流支援ルーム 講演・懇談
会。テーマ＝思春期の心とからだを
みつめて。講師＝上級思春期相談
士の廣澤真奈巳さん 10人 無料
必要問女性交流支援ルーム（☎

65-3709）

介護講座
8 月 19 日 ㈮ 10 時 ～ 13 時 30
分、北部住民センター 講義と実
習。テーマ＝高齢者・介護者のため
の食事。講師＝大手前栄養学院管理
栄養士の加川稚佳子さん。エプロン・
三角巾を持参 25人 無料 8月
16 日㈫まで問社会福祉協議会（☎
62-2222）

家庭教育子育てセミナー
9 月 9 日㈮ 10 時～ 11 時 30 分、
中央公民館 テーマ＝今と昔、食生
活のうつり変わり～健康で楽しくな
る食卓コミュニケーション～。講師
＝食育デザイナーの神木千鶴さん。
本セミナーは、中央市民大学の公開
講座です 無料 不要。ただし、保
育（満 1歳以上就学前まで）を希
望する人は 8月 23 日㈫までに申し
込み問▼社会教育課（☎ 64-1393）
▼中央公民館（☎ 62-2552）

やましろ健康フォーラム23
9 月 3 日 ㈯ 11 時 30 分 ～ 16
時 30 分、長岡京市立中央公民
館（長岡京市） ▼大道芸▼講
演（テーマ＝がんになってわかっ
た身近な幸せ。講師＝泉アキさ
ん）▼メンタルヘルスセミナー▼
からだチェック▼ストレス測定な
ど 先着 300 人 無料 ☎かＦＡＸ
に氏名・住所・参加人数・☎・ＦＡＸ
を書いて、8 月 26 日㈮までに乙
訓保健所（☎ 075-933-1153。ＦＡＸ
075-932-6910）へ申し込み問山城
北保健所（☎ 21-2192）

第27回映画鑑賞会
8 月 27 日㈯ 14 時から（開場は
13時30分）、中央公民館 いけちゃ
んとぼく 先着 300 人 無料問文
化協会（☎ 62-2552）

詩吟詩舞発表会
出演者を募集
10 月 2 日㈰ 13 時から、中央公
民館 市内に在住・通勤・通学する
人 詩吟、剣・扇舞、構成吟、俳句
吟など 無料 文化協会（中央公民
館内）にある申込用紙を書いて、8
月 27 日㈯ 12 時までに申し込み問
京田辺市詩吟詩舞連盟・綛谷（☎
62-1956）

みどりの風まつり
＆バザー
8 月 28 日㈰ 14時～ 19時、たな
べ緑の風作業所 ステージ発表・模
擬店・作業所製品販売・バザー。バ
ザー物品も集めています問たなべ緑
の風作業所（☎ 63-7892）

第23回邦楽発表会
8 月 28 日㈰ 12時 30分から、中
央公民館 箏・三絃・尺八の演奏
無料問文化協会邦楽の部・瀧川（☎
62-6365）

消防フェア
9 月 4 日㈰ 9時～ 12 時、消防署
消防車・救急車の見学撮影会、子

ども用防火衣の着装体験、ミニ消防
車の試乗会、レスキュー体験、煙中
体験、応急手当・処置体験、塗り絵
など 不要問消防署（☎ 63-1125）

普通救命講習
▼ 9月 6 日㈫ 13 時～ 16 時、消
防署 15 人▼ 9月 10 日㈯ 9時～
12 時、北部住民センター 20 人
AED（自動体外式除細動器）を

用いた心肺蘇生 無料 各回とも前
日までに☎で申し込み問▼消防署
（☎ 63-1125）▼消防署北部分署（☎
65-0119）

学研都市6大学連携
市民公開講座
▼ 9月 9 日㈮ 地域での支え合
いの関係について考える、市民と学
生の素敵な出会い▼ 9月 16 日㈮
機能性有機材料の科学、地中を電波
で計測する技術▼ 9月 22 日㈭ 暮
らしの中の「音」のデザイン、『国語』
と『日本語』のはざまで。いずれも
13時～ 16時 15 分、けいはんなプ
ラザ（精華町） 各先着 70人 無
料 企画管理課にある申込用紙を書
いてＦＡＸか、 から申し込み問㈶関西
文化学術研究都市推進機構事業推進
部（☎ 95-5105、ＦＡＸ 95-5104、
http://www.kri-p.jp/）

古文書を読む会
9 月 10 日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、
社会福祉センター 講師＝ふるさと
ミュージアム山城の伊藤太さんと精
華町教育委員会の中川博勝さん
200 円 不要問京田辺市郷土史会・
岡山（☎ 63-2244）

能のセミナー
高砂へのいざない
9 月 10 日㈯ 15時～ 17時、澤井
家住宅（大住岡村） 観世流シテ方
の味方玄さんトークショー 1,500
円 必要問澤井家住宅・亀村（☎
080-6113-9312、ＦＡＸ 62-0146）

けいはんな
ふれあいコンサート
9 月 19 日㈷ 14 時から（開場は
13 時）、けいはんなプラザ（精華
町） 司会・指揮＝青島広志さん。
出演＝小野勉さん、京都市交響楽
団。曲目＝ウィリアム・テル序曲、
となりのトトロ、白鳥の湖など 前
売 1,500 円、当日 2,000 円。全席
指定。3歳未満の乳幼児で座席不要
の場合は無料 ▼精華町企画調整課
＝☎ 95-1900、平日 9時～ 12 時・
13 時～ 17 時。9月 16 日㈮まで販
売▼㈱けいはんな（けいはんなプ
ラザ 3階）＝☎ 95-5115、平日 10
時～ 17時 30分。9月 16日㈮まで
販売▼電子チケットぴあ（チケット
ぴあ店舗、サークルＫ・サンクス）
＝電話予約（☎ 0570-02-9999、P
コード 142-948）。インターネット
予 約（http://t.pia.jp/）。9 月 14
日㈬まで販売問けいはんなふれあい
コンサート実行委員会事務局（精華
町企画調整課内、☎ 95-1900）

福祉職場就職フェア
9 月 23 日㈷▼ 11 時～ 11 時 50
分、福祉のお仕事入門セミナー▼
12時～ 15時 30 分、合同事業所説
明会。いずれも文化パルク城陽（城
陽市） 一般求職者・卒業予定者
（高校生を除く） 介護保険・障害
福祉サービス事業所 20法人程度が
参加。出展希望の法人も募集問京

都府福祉人材・研修センター（☎
075-252-6297）

早朝テニス
8 月の毎週土・日曜日は、早朝も
田辺公園テニスコートを利用できま
す。7 時～ 9 時 2 時間 1,000 円
前日の 17 時まで問田辺中央体育

館（☎ 62-1501）

スポーツに親しむ日
8 月 6 日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、
田辺中央体育館 バドミントン・卓
球・ミニバスケット・跳び箱・ミニ
トランポリン・カローリングなど
100 円（小学生未満は無料） 不
要問田辺中央体育館（☎ 62-1501）

京都ｻﾝｶﾞ F.C. 観戦者募集
① 8月 14 日㈰、対ギラヴァンツ
北九州戦② 8 月 27 日㈯、対ジェ
フユナイテッド千葉戦。いずれも
18 時から、西京極総合運動公園陸
上競技場兼球技場（京都市） 各
10 組 往復ハガキの往信用に、住
所・氏名・☎・観戦を希望する試
合を、返信用に住所・氏名を書い
て、①は 8 月 8 日㈪まで、②は 8
月 18 日㈭までに郵送（必着）。ハ
ガキ 1枚につき 2人まで問京都サ
ンガ F.C.「京田辺市広報ご招待」
係（〒 601-0102 城陽市久世上大
谷 89-1、☎ 55-7603）

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ利用講習会
田辺中央体育館トレーニングルー
ムを利用するには、講習会の受講
が必要です▼ 8 月 12 日㈮ 19 時
～ 21 時▼ 8月 21 日㈰ 10 時～ 12
時、いずれも田辺中央体育館 市内
に在住・通勤・通学する 15 歳以上
の人（中学生を除く） 1,000 円
各回とも前日までに来館か、往復
ハガキの往信用・ に「トレーニン
グ講習会希望」・住所・氏名（ふり
がな）・年齢・☎・受講希望日・勤
務先または学校名（市外の人）を書
いて申し込み。ハガキは返信用に住
所・氏名を書いてください。 はタ
イトルを「トレーニング講習会希
望」としてください。 申し込み後
７日以内に返信がないときは、☎で
問い合わせてください問田辺中央体
育館（〒 610-0331 京田辺市田辺
丸山 19、☎ 62-1501、 gym@
kyotanabe.jp）

市民総体
【秋山登山】
10 月 21 日㈮～ 23 日㈰、17 時
近鉄新田辺駅前集合、九重山（大
分県） 次の①～③すべてに該当
する人①市内に在住・通勤・通学す
る 18 歳以上 65 歳程度の人②日ご
ろから登山などを行い、脚力に自信
がある③説明会とトレーニング登山
に１回は参加できる 行程＝ 1日
目（新田辺駅→大阪南港→フェリー
泊）、2日目（別府港→牧ノ戸峠→

沓掛山→久住山→中岳→北千里ヶ浜
→長者原→別府港→フェリー泊）、3
日目（大阪南港→新田辺駅）。説明
会＝ 9 月 3 日㈯ 19 時～ 20 時 30
分、田辺中央体育館。トレーニング
登山＝▼ 9月 18 日㈰、愛宕山▼ 9
月 25日㈰、生駒山▼ 10月 2日㈰、
比叡山 先着 50 人 一般 25,000
円。京都田辺山友会会員 24,000 円
申込書を 8月 16 日㈫ 17 時まで

に持参・郵送・ＦＡＸ・ してください
【ボウリング競技】
9 月 23 日㈷ 9 時 30 分から、マ
スターズボウル新田辺 市内に在

住・通勤・通学する小学生以上の人
3人チーム戦（個人申し込みは

主催者がチーム編成を決定）。規定
ハンディあり・アメリカン方式・1
人 3ゲーム・9ゲームの合計得点で
決定 １人1,100円（貸靴代を含む。
当日徴収） 申込書を 9月 9 日㈮
17時までに持参・郵送・ＦＡＸ・ して
ください
問 NPO 法人京田辺市社会体育
協会事務局（田辺中央体育館内、
〒 610-0331 京田辺市田辺丸山
19、☎ 29-9008、ＦＡＸ 62-1534、
jimukyoku@kyotanabe-taikyo.jp）

北部まつり実行委員会は、北部夏まつりを開
きます。

夏の夕暮れのひととき、涼を求めながら爽や
かなバンド演奏に耳を傾けてみませんか。
日時＝ 8 月 28 日㈰午後 5 時 30 分から
場所＝大住中学校グラウンド（雨天の場合は

体育館）
内容＝▼バンド演奏（大住シンフォニックバ

ンド・KCB・大住中学校吹奏楽部・桃園小学校
吹奏学部）▼ビンゴゲーム▼模擬店など 
問合せ先＝北部住民センター（☎ 63-7955）



７
月
１１
日
、
市
の
助
成
制
度
を
利
用
し

て
、
自
宅
の
耐
震
補
強
を
行
っ
て
い
る
お

宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

私
は
、「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
創
造
」

を
最
重
要
課
題
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災

の
惨
状
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
を
改
め
て
痛

感
し
ま
し
た
。
市
長
再
選
後
、
早
速
、
震

災
対
策
に
特
化
し
た
補
正
予
算
を
編
成
し
、

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
１
０
０
万
円
を

補
助
す
る
と
い
う
制
度
を
、
市
独
自
に
設

け
ま
し
た
。

今
回
訪
問
し
た
お
宅
は
、
昭
和
５３
年
に

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
す
。
施
主
の
鈴

木
純
子
さ
ん
（
６４
）
は
、
地
震
の
た
び
に

自
宅
が
揺
れ
る
の
を
不
安
に
感
じ
て
い
た

と
こ
ろ
、
市
の
補
助
金
制
度
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
耐
震
補
強
を
決
断
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

現
場
で
は
、
職
員
か
ら
耐
震
工
法
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
（
＝
写
真
）。
ま
た
、
鈴

木
さ
ん
か
ら
は
、
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
上
旬
の
完
成
を
目
前
に
し
て
、
鈴
木

さ
ん
は
「
こ
の
制
度
が
あ
っ
て
助
か
り
ま

し
た
。
お
盆
に
は
安
全
に
な
っ
た
わ
が
家

で
過
ご
せ
る
の
で
、
ひ
と
安
心
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
も
、
市
の
補
助
金
制
度
が
活
用
さ
れ

て
い
る
の
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
多
く
の
人
に
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
も
ら
い
、
耐
震
性
の
高
い
建
物
が
増

え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平成23年（2011年）8月1日 ＜ 8＞

広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

【あさがお】

おはなし会
▼ 8 月 6 日㈯…アリョーヌシカとイワー

ヌシカ▼ 13 日㈯…どうもうとこうもう▼
20 日㈯…あずきとぎのおばけ▼ 27 日㈯…

図書館だより

おはなし会
▼ 8 月 4 日㈭…かえるののどじまん▼

11 日㈭…くらいくらいはなし▼ 18 日㈭…
若がえりの水▼ 24 日㈬…あつさのせい？
▼ 25 日㈭…ヤギとライオン▼ 9 月 3 日㈯
…たぬきのおまわりさん

いずれも午前 11 時～ 11 時 30 分。

おはなし会
▼ 8 月 10 日㈬…くまさんアイス▼ 17 日

㈬…おどるがいこつ
いずれも午前 11 時～ 11 時 30 分。

エパミナンダス▼ 9 月 3 日㈯…はらぺこピ
エトリン

いずれも午後 3 時～ 3 時 30 分。

ギャラリー
▼フォトの仲間京田辺：橋本種継＝ 8 月

2 日㈫～ 7 日㈰▼第 14 回油絵・水彩　渾
渾会展：アトリエ・サワダ＝ 8 月 9 日㈫～
14 日㈰▼第 26 回国民文化祭・京都 2011「人
形劇の祭典」出演団体紹介パネル展：国民
文化祭推進室＝ 8 月 16 日㈫～ 21 日㈰▼京
田辺芸術家協会選抜展　竹多恵展：京田辺
芸術家協会＝ 8 月 23 ㈫～ 28 日㈰（8 月 26
日㈮を除く）▼京田辺芸術家協会選抜展　
岡﨑正枝展：京田辺芸術家協会＝ 8 月 30
日㈫～ 9 月 4 日㈰

映画会
▼ 9 月 3 日㈯…半落ち▼ 17 日㈯…タキ

シード
いずれも午前 10 時 30 分から。

地
震
や
津
波
・
台
風
・
火
山
の
噴
火
な

ど
の
自
然
災
害
に
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
力
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
災
害
に
巻
き
込
ま

れ
た
と
き
、「
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
ら
ず
、
冷

静
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
が
生
死
を
分

け
る
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。本

書
は
、
自
然
災
害
の
基
礎
的
な
知
識

や
、
個
人
・
企
業
レ
ベ
ル
で
で
き
る
対
応

策
、
応
急
処
置
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
震
災
後
、
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

放
射
能
へ
の
対
処
法
も
載
っ
て
い
ま
す
。

も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
自
分
た
ち
の

生
活
や
命
を
守
る
た
め
に
読
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

⑲「京田辺スマートフォンプロジェ
クト」が優秀賞

京田辺市のスマートフォン用観光ア
プリ「iTours 京たなべ（＝写真）」の
開発プロジェクトが、「自治体総合フェ
ア 2011」の特別企画・第 3 回活力協
働まちづくり推進団体表彰で、関西初
となる優秀賞を受賞しました。

このアプリは、D-egg に入居する
株式会社吉蔵エックスワイゼットソ
リューションズが、市・同志社大学な
どと共同開発したもので、市内の観光
地や店舗を検索・案内するほか、かぐ
や姫の絵本や、大住隼人舞のクイズな
ども盛り込まれています。

同 社 は、 平 成 12 年
に WEB システム開発
を専門分野として設立。
ソフトウェアの開発か
らサーバーの運用まで、
すべて自社内で提供で
きることを特徴として

います。同社では、ほかの自治体でも
このアプリを導入・検討できるよう商
品化を進め、IT を利用して全国の地
域活性化の一端を担いたいと考えてい
ます。

D-egg について、くわしくはホー
ム ペ ー ジ（http://www.smrj.go.jp/
i n c u b a t i o n /
d-egg/）をご覧
ください。
問合せ先＝ ▼
産業振興課（☎
64-1319） ▼
D-egg事務局（☎
68-1378）

『
新
版
自
然
災
害
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

ア
シ
ト
チ
エ
・
プ
レ
ス
／
著

山
と
渓
谷
社
／
発
行

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お

昼
の
ひ
と
と
き
を
音
楽
で
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
第
４３
回
市
民
ふ

れ
あ
い
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
ま
す
。

今
回
は
、
ギ
タ
ー
と
バ
イ
オ
リ

ン
・
南
米
ペ
ル
ー
発
祥
の
打
楽
器

「
カ
ホ
ン
」
の
演
奏
で
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
鑑
賞
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。日

時
＝
８
月
２４
日
㈬
午
後
０
時
２０
分
～
０
時
５０
分

場
所
＝
市
役
所
２
階
市
民
ロ
ビ
ー

出
演
＝
京
田
辺
軽
音
楽
振
興
会

曲
目
＝
ル
ー
ジ
ュ
の
伝
言
・
テ
ル
ー
の
唄
・
も
の

の
け
姫
・
い
つ
も
何
度
で
も

問
合
せ
先
＝
企
画
管
理
課
（
☎
６４
・
１
３
１
０
）

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
２
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


